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ようになり、“ 自分をよく知る ” ことができました。
また、過去の苦難や逆境を改めて振り返ることで、そ
れが今の自分につながっていること、実はそこに大事
な意味があったと分かることが多々ありました。「過去
に起きたどんなことにも意味があった」と視的に解釈
ができたことで、リスクを過度に畏れず、前向きにチ
ャレンジする気持ちがより一層湧いてきました。
さらに、過去を振り返ることで、自分の好きだったこ
と、得意だったことなど、自らの個性や強みを改めて
思い出すことは、新しい目標や夢を見つけるきっかけ
になりました。
　人が成長する過程で、他者からの目線や親の影響な
どで自分らしさを隠すようになることは誰にでもある
ことだと思います。それをまっさらな状態に戻って捉
えることは、自分の本当にやりたいこと、生きがいを
見つけるヒントになると実感しました。そして、自分
史を書いたことで、書く前よりも自分のことが好きに
なりました。　
　これまで、自分が生まれてからどのような環境でど
んな人たちに育ててもらったのか、そして、学生時代、
がんばって試験に合格したこと、部活の掛け持ちや弁
論大会等で日々時間に追われていたことなど、そのと
きそのときでそれなりにベストを尽くしてきたと改め
て思い出しました。
　それを細かく振り返ることができ、「いろいろあった
けど自分もがんばってきたな」と自分を肯定すること
ができるようになり、自信や自尊心につながったと感
じます。
　そして、なんといっても、この社会教育演習のメン
バーと自分史を共有することができ、先ほど「自分を
よく知ることができた」と言いましたが、それと同時
に「自分のことを第三者に理解してもらえる」ととも
に、みんなもそれぞれに悩みや苦労があって今がある
のだということに改めて気づきました。
　わたしの人生の主人公はわたし自身です。主体性を
もった人生を送るのに、自分史は素晴らしいツールで
あると感じます。
　1 年間ありがとうございました。
自分史を書いたことで得られたもの
キャリアデザイン学部 3 年
1．書いてみて
　今回、自分史を書いて普段は振り返らない、考えて
もやめてしまうことなど自分と向き合えるとてもいい
機会となりました。今、就職活動を行っているからか、
自分というものを理解し、受け入れそれを今後に活か
していける未来が見えました。また自分だけでなく、
いろいろな人に影響を受け、自分が一人だけでなく、
みんなに支えられながらここまで立っていると改めて
実感しました。
2．就職活動
　まず、就職活動をしていくうちに私とはなにものな
んだろうと考える機会は多くなりました。その中で小
さい頃から振り返った際に私はとにかく他人と関わる
ことが好きで他人の助けになりたいと思う、そのよう
な行動をすることが多かったです。そこから私の軸と
して人々の助けになるような、他人を巻き込んでいけ
る仕事をしていきたいと思い、現在ではインフラ系の
業界の仕事を見ています。
3.　感想
　今回、自分史を書いたことでより自己分析が進めら
れて、今後どうなっていきたいかも学生のうちに深め
られたと思う。またこういった少人数教室で行うこと
によって意見を言いやすい環境があり、それぞれの意
見を共有することができた。このような意見共有を行
うことによって自分の価値観、他人の価値観を理解し
あって、自分の視野を深められて行けたと思う。これ
にとどまらず社会人になっても自分と向き合う機会と
いうのを大事にしていこうと思いました。
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